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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善や小幅ながらも賃金の上昇がみられたもの

の個人消費は伸び悩み、期初からの大幅な為替の円高進行により、景気は悪化基調で推移し、先行き不透明感が

増してまいりました。

当社グループが属するバイオ関連業界におきましては、人々の健康と豊かな生活の実現に向け、新製品の開発

が相次ぐとともに、産学連携による共同研究も活発化いたしました。

このような環境の中で、当社グループは、ジェノミクス事業においては、遺伝子改変マウス作製受託サービス

の作製期間の短縮、さらにコスト低減が図れるゲノム編集技術（CRISPR/Cas9）を活用した受注に注力するとと

もに、コスト面では人件費をはじめとする固定費の効率化に取り組みました。

ＣＲＯ※1事業においては、既存の顧客との取引を拡大・深化させるとともに、新規顧客の開拓に注力し受注

強化を図りました。また、非臨床試験の更なる受注拡大に向け、顧客（主に製薬企業）の多様なニーズに応える

ため、新しい病態モデルの研究開発に取り組みました。

先端医療事業においては、本年４月26日に㈱理研ジェネシスとの間でリキッドバイオプシー※2遺伝子解析に

関する協業の協定を締結し、同社が開発した「LBx® Probe」を使用し、リキッドバイオプシーによる遺伝子変異

の受託解析サービスを提供することができるようになりました。これにより、従来の受託解析サービスに加えて

cfDNA※3解析を治験、臨床研究等で実施することが可能となり、製薬企業等に対してコンパニオン診断薬を見据

えた多様な提案を行うことができるようになりました。

病理診断事業においては、一層の品質向上及び事業効率化に取り組むとともに、豊富な病理診断技術を活かし

たサービスの拡充に取り組んでまいりました。特に当第１四半期連結累計期間は、子宮頸がんの早期発見に向

け、自己採取を含むＨＰＶ※4併用検査サービスの受注拡大に注力してまいりました。また、本年４月１日から

は、臨床サイドからの、院内電子カルテに対応する報告や迅速な診断を望む声に応えるため、病理診断WEB報告

システムのサービスを開始いたしました。

新規事業への取組みとしては、本年４月20日、㈱CURED（横浜市、抗体医薬品の研究開発）が有する抗ＨＩＶ

抗体を抗体医薬品として実用化を推進するため、資本業務提携先の㈱免疫生物研究所と共同で、同社が実施する

第三者割当増資（５月11日払込期日）の引受を決議・実施いたしました。

一方、本年７月22日、資産の有効活用の観点から、当社が特許独占実施許諾権を受けている持分法適用関連会

社の㈱イムノキック（神戸市、知的財産権管理）の全株式を本年９月30日に譲渡することを決議いたしました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高394,220千円（前年同期比

28.6%増）、営業損失34,906千円（前年同期102,125千円）、経常損失47,872千円（前年同期102,851千円）、親

会社株主に帰属する四半期純損失は37,222千円（前年同期73,442千円）となり、大幅増収及び大幅損益改善の結

果となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。各セグメントの業績数値につきましては、セグメント間の内部

取引高を含めて表示しております。 

 

① ジェノミクス事業

当事業では、遺伝子破壊マウスの作製受託、モデルマウスの販売及び抗体作製受託、新規バイオマーカー

の開発などを行っております。当第１四半期連結累計期間の業績は、マウス作製受託の好調により、売上高

は80,869千円（前年同期65,118千円）、営業利益は24,231千円（前年同期は営業損失3,056千円）となり、増

収及び大幅損益改善の結果となりました。

② ＣＲＯ事業

期首時点の豊富な受注残高に加え積極的な営業・受注活動により、当第１四半期連結累計期間の業績は、

売上高は157,003千円（前年同期85,354千円）となり、また、固定費の比重の高い非臨床試験における損益分

岐点を上回る増収の結果、営業利益は12,346千円（前年同期は営業損失39,464千円）と大幅増収及び大幅損

益改善の結果となりました。なお、第２四半期以降の売上となる受注残高につきましても、当第１四半期末

時点で509,379千円（前年同期337,429千円）と拡大傾向を維持しております。引き続き、受注強化に努め、

通期黒字幅の拡大を目指してまいります。

③ 先端医療事業 

当事業では、遺伝子解析受託サービス、個別化医療に向けた創薬支援サービスを行っております。当第１

四半期連結累計期間の業績は、売上高については、57,757千円（前年同期57,265千円）と微増となりました

が、今後の業容拡大に向けた増床に伴う設備投資及び家賃増等により、営業損益につきましては営業損失

26,396千円（前年同期20,593千円）となりました。今後は、成長分野と位置付ける個別化医療に向けた創薬

支援サービスの受注に注力し、業績拡大を図ります。
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④ 病理診断事業 

当事業は㈱ジェネティックラボの中核事業であり、病理専門医による豊富な診断実績及び最新のバイオマ

ーカー解析技術による高品質な病理診断サービスを提供しております。当第１四半期連結累計期間の業績

は、受託検体数の伸び悩みにより、売上高は99,594千円（前年同期99,921千円）と微減になり、また、増床

に伴う設備投資及び家賃増等により営業利益は1,492千円（前年同期10,236千円）と減益になりました。今後

は、受託検体数の増加及び新規サービスの自己採取ＨＰＶ検査の普及に取り組んでまいります。

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,477,062千円となり、前連結会計年度末に比べ242,158千円

減少いたしました。これは主に商品及び製品、仕掛品、その他の流動資産がそれぞれ、11,939千円、71,956千

円、13,100千円増加した一方、現金及び預金並びに受取手形及び売掛金がそれぞれ、90,390千円、245,760千円

減少したことによるものであります。固定資産は2,288,048千円となり、前連結会計年度末に比べ101,824千円増

加いたしました。これは主に有形固定資産の「建物及び構築物」及び「その他」並びに投資その他資産の「投資

有価証券」がそれぞれ、48,229千円、37,468千円、23,674千円増加したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は459,242千円となり、前連結会計年度末に比べ35,374千円減

少いたしました。これは主に未払金が21,833千円増加した一方、買掛金、未払法人税等、その他流動負債がそれ

ぞれ12,395千円、11,417千円、27,136千円減少したことによるものであります。固定負債は255,454千円となり

前連結会計年度末に比べ85,591千円減少いたしました。これは主に転換社債型新株予約権付社債及び長期未払金

がそれぞれ、20,000千円、57,805千円減少したことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は3,050,414千円となり、前連結会計年度末に比べ19,367千円減

少いたしました。これは主に転換社債型新株予約権付社債の転換及び新株予約権の行使により資本金及び資本剰

余金がそれぞれ、29,464千円、29,464千円増加する一方、親会社株主に帰属する四半期純損失37,222千円の計上

及びその他有価証券評価差額金の減少40,545千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの売上高は季節的変動が著しく、下半期に売上が集中する傾向にありますが、当第１四半期連結

累計期間における業績は概ね計画どおりに推移し、受注も順調に獲得しております。

以上により、現時点におきましては平成28年５月12日に公表いたしました平成29年３月期通期の連結業績予想

に変更はありません。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                    

※１ ＣＲＯ             ：Contract Research Organization  医薬品開発業務受託機関

※２ リキッドバイオプシー ：(liquid biopsy)血液などの体液サンプルを使ってがん等の診断や治療効果予測

を行う技術

※３ cfDNA                ：cell-freeDNA（細胞外遊離DNA） 

※４ ＨＰＶ        ：Human papillomavirus   ヒトパピローマウイルス
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,053,753 963,362 

受取手形及び売掛金 488,378 242,617 

商品及び製品 1,625 13,565 

仕掛品 67,288 139,245 

原材料及び貯蔵品 31,744 28,497 

その他 76,899 89,999 

貸倒引当金 △468 △225 

流動資産合計 1,719,221 1,477,062 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 993,587 1,050,809 

減価償却累計額 △309,550 △318,543 

建物及び構築物（純額） 684,036 732,265 

土地 621,290 621,290 

その他 523,262 565,140 

減価償却累計額 △400,026 △404,436 

その他（純額） 123,236 160,704 

有形固定資産合計 1,428,562 1,514,260 

無形固定資産    

のれん 156,211 146,922 

その他 14,884 14,614 

無形固定資産合計 171,096 161,536 

投資その他の資産    

投資有価証券 551,964 575,638 

その他 37,100 39,112 

貸倒引当金 △2,500 △2,500 

投資その他の資産合計 586,565 612,251 

固定資産合計 2,186,223 2,288,048 

資産合計 3,905,445 3,765,111 

 

- 5 -

㈱トランスジェニック（2342）　平成29年3月期第1四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 24,607 12,211 

未払金 212,932 234,766 

未払法人税等 16,672 5,254 

賞与引当金 8,322 1,994 

受注損失引当金 － 69 

その他 232,081 204,944 

流動負債合計 494,616 459,242 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 20,000 － 

長期未払金 289,025 231,220 

その他 32,021 24,234 

固定負債合計 341,046 255,454 

負債合計 835,663 714,696 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,682,463 2,711,927 

資本剰余金 430,409 459,873 

利益剰余金 △68,204 △105,426 

自己株式 △1,725 △1,725 

株主資本合計 3,042,942 3,064,648 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,508 △31,036 

その他の包括利益累計額合計 9,508 △31,036 

新株予約権 17,330 16,802 

純資産合計 3,069,782 3,050,414 

負債純資産合計 3,905,445 3,765,111 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 306,617 394,220 

売上原価 250,191 272,606 

売上総利益 56,425 121,613 

販売費及び一般管理費 158,551 156,520 

営業損失（△） △102,125 △34,906 

営業外収益    

受取利息 172 196 

その他 408 911 

営業外収益合計 581 1,108 

営業外費用    

支払利息 545 255 

持分法による投資損失 55 12,807 

その他 707 1,010 

営業外費用合計 1,308 14,073 

経常損失（△） △102,851 △47,872 

特別利益    

持分変動利益 － 1,442 

特別利益合計 － 1,442 

税金等調整前四半期純損失（△） △102,851 △46,429 

法人税、住民税及び事業税 1,200 1,574 

法人税等調整額 △30,609 △10,781 

法人税等合計 △29,408 △9,207 

四半期純損失（△） △73,442 △37,222 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △73,442 △37,222 

 

- 7 -

㈱トランスジェニック（2342）　平成29年3月期第1四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純損失（△） △73,442 △37,222 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 198 △40,545 

その他の包括利益合計 198 △40,545 

四半期包括利益 △73,244 △77,767 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △73,244 △77,767 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

ジェノミクス 
事業 

ＣＲＯ事業 先端医療事業 病理診断事業 

売上高              

外部顧客への売上高 65,118 84,952 56,625 99,921 306,617 － 306,617 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 402 640 － 1,042 △1,042 － 

計 65,118 85,354 57,265 99,921 307,659 △1,042 306,617 

セグメント利益又は損失

（△） 
△3,056 △39,464 △20,593 10,236 △52,878 △49,247 △102,125 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

 

当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

ジェノミクス 
事業 

ＣＲＯ事業 先端医療事業 病理診断事業 

売上高              

外部顧客への売上高 80,869 155,044 57,283 99,522 392,720 1,500 394,220 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 1,959 474 72 2,505 △2,505 － 

計 80,869 157,003 57,757 99,594 395,225 △1,005 394,220 

セグメント利益又は損失

（△） 
24,231 12,346 △26,396 1,492 11,674 △46,580 △34,906 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△48,080千円及び

持分法適用関連会社からのコンサルティング収入1,500千円であります。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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